
Shiki City2006.12

行政からの情報
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平
成
１９
年
度
予
算
編
成
方
針

本
市
の
財
政
状
況
は
、
国
の
三
位
一
体
改

革
の
影
響
に
よ
る
一
般
財
源
の
減
少
に
よ

り
、
歳
入
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

他
方
、
歳
出
で
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し

た
少
子
高
齢
対
策
を
は
じ
め
、
市
民
の
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
水

害
対
策
事
業
や
、
公
共
建
築
物
耐
震
化
事
業
、

道
路
新
設
改
良
事
業
等
の
都
市
基
盤
整
備
な

ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
展
開
に
は
多
額
な
資
金
需
要

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質

単
年
度
収
支
は
、
マ
イ
ナ
ス
約
二
億
二
千
万

円
と
2
年
連
続
の
赤
字
で
あ
り
、
大
規
模
な

整
備
な
ど
の
継
続
事
業
を
行
わ
な
い
通
常
の

財
政
運
営
で
の
連
続
赤
字
は
深
刻
な
状
況
で

あ
る
。さ

ら
に
、
人
件
費
を
は
じ
め
、
扶
助
費
、

公
共
施
設
に
係
る
維
持
管
理
経
費
な
ど
、
経

常
経
費
の
予
算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
依
然

と
し
て
高
く
、
平
成
17
年
度
決
算
の
経
常
収

支
比
率
は
、
89
・
1
％
で
あ
り
、
前
年
度
に

比
較
し
て
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
は
み
ら

れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
率
を
示
し
て

い
る
こ
と
か
ら
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
財
政
運
営
の
健
全
性
や
弾
力

性
の
保
持
を
図
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

平
成
18
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
約

十
五
億
円
の
財
源
不
足
を
都
市
計
画
税
の
税

率
の
見
直
し
や
、
国
民
健
康
保
険
税
さ
ら
に

は
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
改
定
を
行
い
、
市

民
に
負
担
増
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
職

員
の
期
末
勤
勉
手
当
を
20
％
カ
ッ
ト
す
る
な

ど
人
件
費
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
予

算
の
編
成
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
の
傾
向
で
推
移
す
る
と
平
成
19

年
度
も
同
様
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、
基

金
で
の
対
応
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
歳
入

の
確
保
及
び
行
政
経
費
の
削
減
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
、
平
成
19
年
度
予
算
編
成

に
対
す
る
基
本
的
な
方
針
「
経
済
財
政
運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2
0
0

6
」（
平
成
18
年
7
月
7
日
閣
議
決
定
）
で

は
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度

の
地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
所
要
の
地
方

財
政
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
り
、
国
の
歳
出

の
徹
底
し
た
見
直
し
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ

つ
、
地
方
公
共
団
体
の
自
助
努
力
を
促
し
て

い
く
こ
と
を
進
め
、
地
方
公
務
員
人
件
費
や

地
方
単
独
事
業
等
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
規

模
を
引
き
続
き
抑
制
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
北
海
道
夕
張
市
で
は
、
財
政
悪
化

が
進
み
事
実
上
の
破
綻
状
態
と
な
り
、
全
国

で
14
年
ぶ
り
の
財
政
再
建
団
体
の
指
定
申
請

を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
総
務
省
で
は
、
新

た
に
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぎ
、

破
綻
に
な
れ
ば
第
三
者
が
管
財
人
と
し
て
大

胆
に
歳
出
に
メ
ス
を
入
れ
る
破
綻
法
制
の
具

体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
口
と
面
積
を
基
本
と
し
て
策

定
す
る
「
新
型
交
付
税
」
の
導
入
も
検
討
さ

れ
る
な
ど
、
地
方
交
付
税
の
改
革
の
議
論
は

続
い
て
お
り
、
来
年
度
の
歳
入
を
適
正
に
見

込
む
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
も
「
安
心
・
安
全
で
、
夢

の
あ
る
、
明
る
い
志
木
市
」
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
今
後
と
も
施
策
・
事
業
の
選
択

と
集
中
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
さ
せ
た
上

で
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
着
実

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、「
志
木
市
行
財
政
再
生
プ
ラ
ン
」

を
核
と
し
て
着
実
に
推
進
し
、
予
算
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
全
職
員
が
十
分

認
識
し
て
予
算
編
成
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
の
で
、
志
木
市
予
算
規
則
第
5
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
通
知
す
る
。

◇基本方針

市民にとって真に必要な行政サービスを限られた財源の中で
実現するため、「志木市行財政再生プランの進捗状況を踏まえな
がら徹底した行財政改革」と「施策の重点化」を行い、財政基
盤の充実、強化を図る。
また、多様化する市民ニーズに的確に対応するため、各部に

おいて主体的にこれまでの決算や成果を評価し、緊急度・優先
度に基づく事業の厳しい選択を行い、施策の重点化の徹底を図
ることとする。

平成19年度

予
算
編
成
方
針

市
の
平
成
１９
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら

各
所
属
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
１９
年
度
予
算
編
成
方
針

徹底した行財政改革�
＆�

施策の重点化�

○台風などによる水害を軽減・防止し、市民生活

の安心・安全を確保する�

・平成19年度　田子山地区浸水対策事業�

・平成18年度　郷士排水機場のポンプ増設事業�

　　　　　　　完了（政策マニフェスト）�

水害対策事業�

○児童・生徒が安全で快適な学校生活を送れるよ

う耐震補強工事を中心に学校施設などの整備充実

を図る。耐震化基金の有効活用による計画的な耐

震化の実施�

・平成19年度　宗岡小学校東・西校舎耐震補強工

事�

・平成18年度　志木第三小学校渡り廊下建替事業

完了　�

○安心・安全の街づくりを実現するため、避難場

所にもなっている小学校体育館の耐震補強工事を

全て完了する。�

・平成19年度　宗岡第三小学校体育館耐震補強工

事�

                      ↓↓�

　　平成19年度で小学校体育館の耐震補強�

　　工事を全て完了（政策マニフェスト)      �

・平成18年度　志木第三小学校及び宗岡小学校体

育館の耐震補強工事完了　�

公共建築物耐震化事業�

○犯罪の起こりにくい地域社会を実現するための

地域における自主防犯組織設立支援（政策マニフ

ェスト)�

・平成19年度　自主防犯組織　全町内会での発足

をめざす　�

・平成18年度　自主防犯組織　36町内会中、35町

内会で発足�

○防犯活動の活性化と定着化を図るため、市民や

事業者などの参画を促進し、連携と協働に基づく

地域力の高揚を図る�

○子どもたちが社会の変化に対応できるように、

基礎学力と基礎体力を身につけ、健やかで心豊か

に成長できる児童、生徒の育成をめざした教育の

充実�

・平成19年度　IT社会に向けた情報教育の充実�

心豊かな人と文化を育むまちづくり�

《高齢者福祉事業》�

○高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が送れ

るよう介護予防・健康づくり、地域ケア体制の充

実を図る（政策マニフェスト)�

・平成19年度　介護予防を重視し、健康体操の展

開など、地域に密着したサービス

を推進する�

・平成18年度　地域包括支援センター2か所を開設�

 �

《子育て支援事業》�

○児童虐待ゼロをめざす子育て支援策を推進する（政

策マニフェスト）�

・平成19年度　平成18年3月に設置した「志木市要

保護児童対策地域協議会」のネッ

トワークの充実を図り、地域全体

で子どもを見守る体制を強化する�

○待機児童ゼロをめざす（政策マニフェスト）�

・平成19年度　保育施設の有効活用を図り、待機

児童ゼロをめざす�

・平成18年度　西原保育園移転工事完了、併せて

西原子育て支援センター設置�

高齢者福祉事業・子育て支援事業�

自主防犯組織と連携・支援事業� 道路新設改良や計画的な維持補修による整備事業�

○市道の適正な維持管理�

○地域の実情に応じた改良及び整備の推進�

                 ↓　↓�

　歩車道分離事業（安心・安全事業）の計画的実行�

生活道路整備事業�

○行政運営の効率化�

・ITを活用した行政運営など事務事業の改善・効

率化のため基幹系システムの更新�

市民サービスの向上と迅速化�

「安心・安全で、夢のある明るい志木市」の�
　　　実現に向けた平成19年度予算�




